リン,イ Rinnai® 

ガス高速才ーブン 
<コンベック> PH 1 

お式の呼び RCK-10AS 



ご愛用の皆様へ 

このたびは、ガス高速オーブン〈コンべッ 

ク〉をお買い上げいたださましてありびと 

ラございました。 

参ご使用の前に、この取扱説明書を必ずお 
読みいたださ、安全に正し<お使い<だ 
さい。 

参本製品は業務用として作られています。 

参使用者び代わった場合には、必ずこの取 
扱説明書を読んでいたださ、かつ指導し 
て < ださい。 

参本製品は国内専用です。海外では使用で 
さません。 

参取扱説明書を紛失した場合は、お買い上 
げの販売店または当社事業所に連絡して 
再購入して < ださい。 

参この取扱説明書の裏表紙び保証書になっ 
ています。内容をよくご確認のうえ、大 
切に保管してください。 




ち< じ 

n 安全上のご注意 

1 

を全上のご注意（必ずお守りください） 

曰お使いになる前に 

7 

使用前の確認 

各部の名称 

因使用方法 

13 

使用前の確認と準備 

使用方法 

日常の点検とお手入れ 

囚困ったときは 

23 


故障や異常の見分け方と処置方法 
仕様 

外形寸法図 
別売部品.交換部品 
長期間使用しない場合 
アフターサービス 
保証書慮表紙） 




D まを上のごま意 


[必ずお守りください] 


この機器をを全に使用していただくために、下記のことを必ずお守りください。 
これらのミち意事項はを全に関する重要な内容です。表示と意味は下記の通りです。 


表 示 

意 味 

A 筒埃 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能、または乂災 
の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負ラ可能性、または乂 
災の可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害の 
みの発生び想定される内容を示しています。 


上記に述べる傷害•物的損害とはそれぞれ次のようなものをいいます。 


傷害：治療に入院や長期の通院を要さない、けび-やけど（高温-な温）-感電などをさしまず。 

物的損害：家屋-家財および家畜-ぺットにかかわるあ大損害をさしまず。 

絵表示について次のよラな意味びあります。 

A — 般的なを巧 A / 

警宣 感電を意 (\)—般的な禁止 接触禁止 

分お禁止 @义気禁止 めれ手禁止 9化ず巧ラこと 

〇アー線の接続處電源プラグを巧く爲 換気化要 


A 筒埃 

■ガス漏れに気づいた5絶対に义をつけたり、■ガス漏れに気づいた5すぐに使用を中止する 
電気器具のスイツチの「入•刚禁止、電気プラ ①ずぐに使巧をやめ、ガス栓を閉める。 

グの巧き差し禁止、周辺の電話を使用しない ②窓や戸を開けガスを外に出ず。 


炎ゃ乂巧で引火し、爆発事故を起こずことびあり 
よ9 〇 











※防熱板について 



防熱板 防熱板 


* 周囲に可燃物（木製の壁、棚など）のある場合、 •機器上面の可燃物の壁より排気□までび 50 cm 

本体の上面ラしろに排気□びありまずので、天 し U 上離せない場合、下図のよラな防熱板を取り 

井から已 0 cm じ(上離してください。 付けてください。。 


■設置について 

•火災予防条例で定められていまず。必ず守ってください。距離び近いと火災の原因になりまず。また可燃 
性の壁にステンレス鋼板などを直接張った場合でち可燃物と同様の距離び必要でず。 

•機器を設置した後、機器の周囲の改造をしないでください。（例えば、周囲を囲ったり、吊り戸棚をつける 
等）設置基準上問題となる場合びあり、また不完全燃焼や火災の原因になる場合びありまず。 



〈例）銘板 12 A - 13 A の場合 
RCK -10 AS 广に A .13 A ' 

RCK -10 AS 都巿ガス巧 


ガスグループ 



12 A 用 

13 A 用 

日. 81 kW 

巨.1巨 kW 



■使用ガスおよび使用電源についてのごを意 

•機器び使用ガス（使用ガスグループ）および使用電 
源 （ AC 100 V ) に適合していることを銘板で確認 
して < ださい。 

•表示じ(外のガス-電源では使用しないでくださし)。 
不完全燃焼により、一酸化炭素中養になったり爆発 
着火でやけどした0ずることびあ0まず。また故障 
の原因にちな0まず。 

•転居または移設されたとさにち、供給ガスの種類- 
電源の種類び銘板の表示と一致していることを必ず 
確かめてください。 



A 警告 


材質 

厚さ 

ごま意 

鋼板 

0.6 mm 政上 

1巳 m じ(上の空間をとり、ち害な変形の 

ステンレス 
ホ反 

0.6 mm 政上 

ないよラ補強してください。 





A 警告 


■ガス事故防止 

•ゴム管はガス用ゴム管（検査合格また 
は JIS マークの 入っているちの）を 
使用してください。また、ひびわれし 
たり、差し込み□びゆるんでいるとガ 
ス中毒やガス爆発の原因にな0まず。 
傷んだゴム管は必ず取0替えて < ださ 
し、。 、_ — 


• ゴム管は、ゴム管□のホ 
線まで差し込みゴム管止 
めで確実に止めてくださ 
しん 


• ゴム管の継ざたしおよび 
二又分岐はしないで<だ 
さい。 


〇 


〇 


Q 



■ガスコードを使用する場合は、器具用スリム 
プラグおよびガスコードの取扱説明書に従つ 
て接続する 

間違った接続はガス漏れの原因になりまず。 


ホースエンド 器具用ス U ムプラグ ガスコード 


〇 





■义をつけたまま離れない 

火をつけたまま離れた0、おやずみになることを 
禁止しまず。調理中のちのび焦げたり、燃えたり 
して乂災になる場合び (( ((^ a 

ありまず。 、））） 0 


〇 


I 可燃物の近接禁止 

機器の上やまわりには、可燃性（カーテン、新聞紙、 
紙袋など)や引火性（スプレー . 

宙など）のちのは置かない。 I \ v 
焦げたり、燃えたりして火災 \VV 
の原因になりまず。 


〇 


■使用中排気□の上にタオル • パく 
ふきんなどを乗せない W ミ/ 

不完全燃焼や火災の原因に 共 〜 ^ 

なりぶす。 r ぶ且 is 目占い可 



■電源コード-ゴム管は機器に触れたり、機器 
の下を通したり、扫原 □ wV 
に近づけない ^ 

使用時は機器の周囲び ろ义/ 

高温になり被覆び破れ L _」 U 卜^ 

て感電やガス漏れを起一~1^^ a 

こずことびありまず。 n 


〇 


■使用後は消义を確かめ、お出かけ-おやすみ 
になるとさはガス栓 I 

を必ず閉める k 々 


〇 


■不安定な場所や可燃物の上に設置しない 

火災の原因にな0まず。 


〇 


■傷んだ電源コード-自分で接続補修した電源 
コードや電源プラグ、差し込みびゆるいコン 
セントは使用しない 

そのまま使用ずると、感電-ショート-発乂の原 
因になりまずので修理を _ 

依頼してください。 


〇 


3 


〇 







A 


■電源プラグの刃および刃の取り付面にほこり 
び付着している場合はよく乾いた巧でふく 

火災の原因にな0まず。 


〇 



cS 


I 電源コードに重いちのを載せたり、無理な力 
を加えないまた、機器の下をはわせたり挟 
んだ〇しない 


■お手入れの際は必ず電源プラグをコンセント 
か5巧き、本体びさめてから行ラ 
■めれた手で巧き差しはしない 

感電やけびをずることびあ0まず。 


运ぅ 

電源プラグを披< 



か 




めれ手禁止 


■使用中にふだんと違った状態になったとき 
や、地震-义災などの場合、あわてずに使用 
を中止し、ガス栓を閉じる 


〇 



〇 



■庫内の食品び燃え出したときは、使用を中止 
する 

①オープン扉は開けないでください。 

③「停止」キーを押し、運転を止めてから、ガス 
栓を閉め、電源スイッチを「切」にし電源プラ 
グを抜いて < ださい。 

③ 機器から燃えやずいちのを遠ざけ、鎮火ずるの 
を待ってください。鎮火しないとさは、水か消 
火器で消火して < ださい。 

④ そのまま使用せず、点検を依頼してください。 


■機器に手を加えない 

お手入れずる部品し U 外は、絶対に分解したり修理 
や改造は行わないで<ださい。ガス漏れや火災の 
原因になるおそれびあ0まず。 




〇 


③ 


分解禁止 



■排気□やすき間にピンや針金などの金属物等、異物を入れない 

感電や異常動作してけびをずることびあ0まず。 



〇 


4 






A 注意 


■使用場所の換気 □ (給気□-扫 t 気 □) は、常 
に確保し、物などでふさびない 

また、使巧中は換気扇を回ずなど ^ 

換気をしてください。 


© 函 

■オーブン扉に無理な力を加えない 

機器び倒れたり、オーブン扉の変形などにより熱 
気洩れの原因になりまず。 


〇 



■子供だけで使わせたり、幼旧の手の届くとこ 
ろで使わない 

やけどやけびをずるおそれびありまず。 


〇 


■オーブン扉に物をはさんだまま使用しない 

熱気洩れによって操作部び異常に高湿になり火災 
の原因になることびあり ( 〔 

ます。 


■調理 LU がに使わない巧類の乾燥などに使わ 
ない ~ 一^ 

あ類などび落下して 

火災になることびあ c 35^ 

0まず。 k 


〇 



■オーブン扉ガラスに水をかけたり、傷をつけ 
たり、衝撃を加えない 

ガラスび割れて、けびや、やけどのおそれびあ0 
よ9 〇 




〇 




■オーブン使用中や使用直後は、オーブン扉取 
っ手-操作部 LU がには触れない 

高温のため、やけどをずることびありまず。食品 

の出し入れは、付属の 

取っ手を使用してくた 一'^ Jji ; 

さい。 


接曲!禁止 r /^\ 

■水のかかるところや、他の熱源の近くでは使 
用しない 

故障の原因にな0ます。 


〇 


■点义操作を繰り返すときは周囲にガスびなく 
なるまで待つ 

たまったガスに着火し、やけどの原因になりまず。 


〇 


〇 


■機器本体内部をお手入れする場合、各部分の 
突起物などにミち意する 

強<当たった場合は手などをけびずる場合びあり 
ます。必ず手袋を着用してお手入れしてください。 


〇 


巳 





A 注意 


■オーブン庫内に不要なちのびないことを確か 
める 

オーブン庫内に食品くずや巧さんなどびあると使 
用中に発火ずるおそれびありまず。 


〇 



■オーブン庫内に飛び散った脂は常に取り除く 

とり-焼肉などの脂の多く出る料理を連続して調 
理する場合は、脂び燃え火災になるおそれびあり 
ますのでオープン庫内の脂を取り除くよラにして 
<ださい。 


〇 



■車両-船舶での使用はしない 

使用中に機器び傾いたりし、火災や、やけどの原 
因になりまず。 


■長期間使用しない場合はガス栓を閉め電源プ 
ラグを抜く 

感電や漏電火災の原因になりまず。 


〇 


〇 



■電源プラグを抜くときは、電源コードを持た 
ない 

電源コードを引っ張って巧くと、電源コードび損 
傷し、感電や火災の原因に 
なりまず。 


■アース 接続に ついて 

アースは必ず取り付けてください。故障や漏電のと 
さに感電ずるおそれびあ0まず。アースエ事は販売 
店にごホ目談ください。 ^ 


〇 
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アース 確認 


C? 


■落雷のおそれがあるときは、使用を中止し、電源プラグを抜く 

過電流による故障の原因にな0まず。 


运 

電源プラグを扳< 



_ 気をつけていただをたいこと 

■使用者び代わった場合には、必ずこの取扱説明書を読んで頂さ内容をよ<理解 A ^ 

してからお使いください。 W I ^ 







> 機器本体のち側面に張り付けている銘板に 
表示しているガスの種類と使用するガスび 
一致していることを確かめてください。 

• 電源は交流] 00 V を使用してください。 
銘板に表示している電源の種類と使用ずる 
電源び一致していることを確かめてくださ 
しん 


〈例> 銘板^2A• 
RCK-10AS 

]RCK-10AS 


1 3A の場合 


12A’13A 卜 
都市ガス用I 


m 


製造年ち^^- 

例）0目-0日 
に00目年已月製造） 


12A 用 

13A 用 

已 .81kW 

6.16kW 

-(09.0己)-000001 YS 


リン f イ株式を巧 


電修 C100VJ - 

I已 OHz- 巨 OHz 共用 


消費電力 
65W 


•ガスグループ 


電源電圧 


ガス-電気接続および設置を確認ずる 


■ガス检 

• 専用のガス栓を設けてください。 

• 機器を使巧ずる場所にガス栓びない場合、あるいはあってち位置や寸法などび適切でない場合は、ガス栓の新設- 
移設、または交換などび必要でずので、お買い上げの販売店またはガス事業者にご相談ください。 

•特定地下街等に機器を設置ずる場合は過流出安全機構（ヒューズコック）を内蔵ずるガス栓び必要でずからガス 
事業ちにご相談 < ださい。 


■ガス接続 

• ガス接続□径は¢9.已 mm のホー 
スエンドになつていまず。 

• ゴム管はガス用ゴム管を用い、 
折れた0ねじれた0しないよラ、 
でさるだけ短く (2 m じ(下で適当 
にゆとりを持たせる）また機器の 
下を通したり機器に触れたりし 
ないよラにしてお使いください。 

•特定地下街でゴム管にて接続ず 
る場合は、両端に迅速継手を付 
けたゴム管を使用してください。 


•ゴム管は、ゴム管□のホ線まで 
差し込み、ゴム管止めで確実に 
止めて < ださい。 

• ゴム管の継ざたしおよび二又分 
岐は行わないでください。 


〇 



• ゴム管はガス用ゴム管を使用し、 
ビニール管は絶対に使用しない 
でください。（ビニール管は弾力 
性びなく熱にち弱いでず。）また 
ひび割れしたり、差し込み□び 
ゆるんでいるゴム管は必ず取り 
替えてください。 

• ヒューズコックをご使用の場合 
は、ガス種、ガス量に適してヒュ 
ーズコックをお遇びください。 


■電気接続 

•電源コンセント：機器を設置ずる場所に電源コンセントびない場合、あるいはあってち適切でない場合は新設 
移設、または交換などび必要でず。なお、電源コードの長さは約 2 m でず。 

機器後面下部に接続されている電源プラグを電源コンセントに差し込んでください。 
•アース接続：機器後面下部のアース端テに接続してください。 




アース 線の接続 


■設置 

I 機器は水平になるよラに設置してください。 

I 機器の転倒防止のため、転倒防止金具（別売品）を取り付けお使いください。 


白お使いになる前に 

♦使用前の確認 

使用ガス-使用電源を確認ずる 


X ご Z66; 



H 







已 0 cm 4.已 cml ； 
政上 



防熱板 


•火が予防条例で定められています。必ず守って<ださい。距 
離が近いと火災の原因になります。また可燃性の壁にステン 
レス鋼板などを直接張り付けた場合でち可燃物と同様の距離 
び必要でず。 

• 機器を設置した後、機器の周囲の改造をしないでください。（例 
えば、周囲を囲ったり、吊り戸棚をつける等）設置基準上問 
題となる場合びあり、また不完全燃焼や火災の原因になる場 
合びありまず。 

参機器上方周囲の壁などび木材のよラな可燃物の場合 

• 壁から側面は4.已 cm LU 上、背面は4.已 cm LU 上、上面は已〇巳 m 
じ(上必ず離してください。 

参機器上面の可燃物の壁より排気□までび已 OcmLU 上 
離せない場合 

•下図のよラに防熱板を取り付けて<ださい。 

※防熱板について 


※防熱板については、お買い上げの販売店またはガス事業者に 
ご相談 < ださい。 




材質 

厚さ 

ごま意 

鋼板 

0.6 mm 政上 

] cm じ(上の空間をとり、ち害な変 
おのないよラ補強してください。 

ステンレス 
金岡ネ反 

日. 6 mm 政上 


設置場所を確認ずる 


安定性びよく水平なところ 

不安定なところ、風のあたると 
ころでは使用しないでくださ 
し、 


〇 


落下物のむ配のないところ 

棚の下など落下物のを険のあると 
ころでは使用しないでください。 

機器の上に落ちたちのび 
燃えて、火災になること 
びありまず。 


〇 


カーテンやスプレー生など燃えやす 
いちのびないところ 

カーテンや燃えやずいちのの近くでは使 
用しないでください。使用中に 
近くのちのび燃えて、火災にな 
ることびありまず。 


Q 


I 耐久性などの点から湿気の少ないところに設置してください。 

I 使巧場所の換気 □ (給気□•排気 □) は常に確保し、物などでふさびないでください。また、使用中は必ず換気 
をしてください。しめさつた場所で長時間使用ずると空気中の酸素び減少し、不完全燃焼による一酸化炭素中毒 
のち険びあ0まず。 


可燃物との離隔距離および周囲の防乂措置を確認ずる 


qrKIEOO の 


巨 3 L 


回 




争各部の名称 















■付属品 

参才ーブン皿 

•直接たなにのせてお使い<ださい。 

•クッキーや八ンバーグなど全体に均一に広げて作る調理にお 
使いください。 

•オーブン皿の一部分に片寄って食品をのせたり水等で急に; 令 
やしたりすると、皿びひずむことびありますので、材料はなる 
ベく片寄らないように平均にならべるようにしてください。 

•オーブン皿のお手入れは、スポンジや布さんなど柔らかいちのを使い、中性洗剤で洗ってく 
ださい。みびさ粉やタワシなどは使用しないで<ださい。 

• はじめてお使いのとさは、中性洗剤で洗ったのち、されいな布で水気をふさとってください。 

♦オーブン網 

• グラタン-蓋めし等の容器をのせるときにお使いください。 

•オーブン皿にのせて、油の出る焼肉、焼魚、あるいはオイル 
をかけて焼く;令凍コ□ッケなどの調理にお使いください。 

•はじめてお使いのとさは、中性洗剤で洗ったのち、されいな 
布で水気をふきとってください。 オーブン網 (3 做 

♦オーブン皿取っ手 

•熱いオーブン皿の出し入れにお使いください。取っ手は必ず皿の 

中央にくいこませ、静かに取り扱ってください。 ，， ^ 

オーブン皿取っ手 

参クックブック 

•クックブックに示されています調理内容は、一応の目安として利用してください。 

■別売部品 

♦転倒防止金具 

.地震等による機器の落下.転倒を防止する部品です。 

•転倒防止金具取付説明をお読みになり、正しく取り付けてください。 
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操作パネル部 




























予熱ランプ 


予熱運転時に点なしまず 


調理スタートキー 


調理を開始ずる時に使用 
します 


調理スタートランプ 

調理運転中点なしまず 
調理温度、調理時間設 
定後調理スタートキー 
び巧されるまでは点滅 
します 


ステップ調理キー 


ステップ調理を選択ずる時に巧し 
ます 


ステップ調理ランプ 


ステップ調理選択時、設定さ 
れているステップび点灯し、 
調理中のステップは点滅でお 
知日せしまず 

記憶を変更ずる時に、表示し 
ている温度-時間のステップ 
を点灯しお知らせしまず 


メモリー調理表示部 


メモ U- 調理遇択時メモ U- No. を 
表おします （No.] 〜日） 


庫内なキー 


庫内なを点なさせる閒こ押しまず 
手を離してから] 0秒間点灯して 
いまず 


電源の"入り"•"切り"をしまず 


スタート 


ソフトランプ 


ソフト運転時に点灯し 
まず 

※設定温度び3已、 
40、45での時は 
自動的にソフト運転 
になりまず 


ソフトキー 


調理をシット U と仕上げる 
時に使用しまず 
調理の乾燥防止巧とし 
て、お好みに合わせてお 
使いください 


停止 キー 


キーを巧し間違えた時や途中で調 
理をやめたい時に使用しまず 


おるキー 

メモ U —調理の遇おに使用しまず 
メモ U — No . と温度•時間び 
表おされまず 

ステップ調理時のさステップを遇 
択ずる時に使用しまず 
選択中のステップ調理ランプび 
点なしまず 


巧へキ_ 

メモ U —調理の選択に使用しまず 
メモ U — No . と温度•時間び 
表おされます 

ステップ調理時の各ステップを選 
択ずる時に使用しまず 
選択中のステップ調理ランプび 
点なしまず 


変更確定ランプ 


メモ U —調理、ステップ 
調理の記憶変更時に点 
滅しまず 


変更確定キー 

メモ U —調理-ステップ調理の 
記憶変更時に使用しまず 
変更確定ランプび点滅しまず 
温度’時間の変更後、ちつ 
一度巧しまずと記憶び確定し 
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日使用方法 


•使用前の確認と準備 

■確認 

•機器の近くには、紙•プラスチック•油類やスプレー宙など燃えやすいものび置いていないこと。 
•ゴム管びひび割れしたり、機器に触れたり、極端に折れ巧びっていないこと。 

•送風付暖房器具を使用される場合、温風排気ガスび直接機器に当たらないよラにしてください。 


I 準備 

•ガス栓を性亂にしてください。 

•電源プラグを電源コンセントにきっちりと差し込んでください。 
• 電源スイッチを 電源 温度 

「入側」に押して 入 

温度 • 時間表お部に 


<ださい。 


タイ 7- 


Q 



と表示されます。 


•使用方法 


1調理温度と調理時間のセット 


• 点火して設定温度になるまでの時間はおよそちの表のとおりです。 
• 「設定温度」-「設定時間」キーを押しますと初期設定温度および 
初期設定時間び表示されます。 

温度 タィマー 



目盛 

才 ーフン 
庫内温度 

時間 

100 

約] ocrc 

1 〜 2分 

150 

約1已ぴ C 

2 〜 3 分 

200 

約200で 

3 〜 4分 

2已〇 

約 2 已 crc 

4〜已分 

300 

約 3 ocrc 

己已〜日.已分 


• 「設定温度」キーで温度を設定してください。3已、40、 45 °C • ]00〜 300 Tr 已°巳単位 
で設定出来ます。 

• 「設定時間」キーで時間を設定して<ださい。 ] 分〜 99 分 ] 分単位で設定でさます。 

また「連続」キーを押すと設定時間なしで調理出来ます。この時、時間表示は「ご幻です。 


はじめてお使いのときは 


300。。20分 


はじめてお使いになるときは 

① 庫内の加工油を焼ききるため300でで20分程度から焼きをしてください。 

この時、煙と臭いびでまずび異甫ではあ0ません。 

② オープン皿-オーブン網などは中性洗剤で洗ったのちされいな巧で水気をふさとってください。 


気をつけていたださたいこと 


•タイマー設定び「0分」セットのときは、機器は点火しません。 

必ず]分じ(上のセットにしてください。 

•扉び開いていると予熱-調理びスタートしません。確実に閉めてください。 


旧 













2 メモリー調理温度と調理時間のセット 


• 「戻る」-「次へ」キーで記憶させるメモ U - N □.を選択します。 



• 「設定温度」-「設定時間」キーで変更します。 

•他のメモ U —を続けて変更するとさは「戻る」-「次へ」キーで変更したいメモ U — N □.を選択 
して < ださい。 

• 「変更確定」キーを押すと記憶します。この時「変更確定」ランプとメモ U — N □.び消灯します。 
• これで電源スイッチを切っても温度と時間びメモ U - No . に記憶されます。 


工場出荷時のメモリー調理温度と調理時間設定 


メモ U — No. 

温度（で） 

時間（分） 


160 

2已 


180 

10 

3 

200 

10 


230 

己 

5 

230 

] 已 

5 

230 

30 

n 

2已〇 

8 

8 

280 

8 

3 

300 

己 


3ステップ調理温度と調理時間のセット 


参 




r ステップ調理」キーを押します。 

「ステップ調理」ランプび設定の数点灯します。 


〇 ► 〇 ► • メモリー 

A 已 C . __ 


「ステップ調巧」キー 



• 「変更確定」キーを押しますと「変更確定」ランプび点滅し、「ステップ調理ランプ A 」 び点 
灯します。 

• 「設定温度」-「設定時間」キーで変更します。 


旧 









•次のステップを続けて変更する時は、「次へ」キーで変更したいステップ N □.を 
選択してください。選択したステップのランプび点灯します。 


♦ 〇〇 ► • 



戻る 巧へ 


■次のステップび不要な場合は時間設定を「ご」に設定して 
<ださい。 

( ステップ A は1/7」設定できません。 ) 


•設定終了の場合は「変更確定」キーを押して< 



ださい。「ステップ調理」ランプび設定の数点灯 
します。 

•これで「電源スイッチ」を切っても温度と時間 
は記憶されています。 


工場出荷時のステップ調理温度と調理時間設定 


ステップ 

温度（。の 

時間（分） 

A 

200 

1已 

巨 

140 

25 

C 

200 

已 


4予熱完了後に調理を開始ずる方法 

(1) 調理温度•時間をセットしてください。 



タイ 7- 



• メモ U - 調理の場合は頂る」または「次へ」 
キーを押してメモ U — N □.を選択してくだ 
さい。 

メモ U — No . び表示されます。 



•ステップ調理の場合は「ステップ調理」キー 
を押して < ださい。 

「ステップ調理」ランプび点灯します。 

に）予熱 

•扉び完全に閉まっていることを確認し、「予熱」キーを押してください。 

「予熱」ランプび点灯します。 

• 「調理スタート」キーを押したあと「調理スタート」ランプび点灯し、 

機器び運転を開始します。 

• 庫内び設定温度に上昇しますと、ブヴーで約已砂間予熱の終了をお知らせします。 
•予熱終了後を庫内を設定温度に保ちます。「予熱」ランプび点滅します。 



予熱ブザーが鳴っている間に扉を素早く開閉しますと再度ブザーが 
鳴りますが異常ではありません。 












(3) 調理 

•調理材料を入れ、扉をさっちりと閉じ、「調 
理スタート」キーを押して<ださい。 

• 「調理スタート」ランプび点灯します。 
•調理びスタートします。 


温度 タイマー 

^ Pc 国 


• 設定時間表示部は残り時間を表示します。 

•調理中に扉を開けますと、燃焼•フアン-調理タイマーは止まります。 

引き続き使用する場合は扉を閉めて「調理スタート」キーを押します。 
■調理時間び 「 G 」 になると、調理完了ブヴーび鳴り、運転び停止します。 
• 調理終了ブヴーび鳴ったら材料を取り出してください。 


〇 


昭 
—_、 


• 「調理スタート」ランプび消灯し設定時間に戻ります。 


(4) ステップ調理の場台 

• 「ステップ調理」キーを押すと「調理スタート」ランプび点 
滅します。 

• 設定温度表示部と設定時間表示部にステップ A の設定温度と 
時間び表示されます。 



•扉を閉めて、「調理スタート」キーを押すと「調理 
スタート」ランプび点灯、「ステップ調理ランプ A 」 
び点滅し、時間表示部は残り時間を表示します。 


ステップ A び終了すると、「ステップ調理ラン 
プ A 」 の点滅び「ステップ調理ランプ B 」 の 
点滅に変わります。 

設定温度表示部と設定時間表示部にステップ 
B の設定温度と時間び表示されます。 


温度 


タイマー 


旧 



タイマー 〇 ►:#>〇 



國 


ステップ 


2ステップ設定の場台はステップ B が終了しますと 
調理終了ブザーが鳴ります。 


•ステップ B び終了しますと、「ステップ調 
理ランプ C 」 び点滅し、ステップ C の設定 
温度と設定時間び表示されます。 



•調理中に扉を開けますと、燃焼•フアン•調理タイマーは止まります。引さ続さ使用す 
る場合は「調理スタート」キーを押します。扉を閉め再び残り時間から動き出します。 
•ステップ C び終了すると調理終了ブヴーび鳴ります。 

• 調理終了ブヴーび鳴ったら材料を取り出してください。 

• 「調理スタート」ランプび消灯し「ステップ調理ランプ A 」 の設定温度と時間に戻ります。 


旧 

















己予熱なしで調理を開始ずる方法 


(1) 調理温度-時間をセツトしてください。 


温度 


巨 M 


タイ 7- 


圓 


(2) 調理 



温度 


剛1 


タィマー 


m 


〇 


調理材料を入れ、扉をさっちりと閉じ、「調 
理スタート」キーを押して<ださい。 

「調理スタート」ランプび点灯し、調理び 
スタートします。 

設定時間表示部はカウントダウンし残り時 
間を表示します。 

調理中に扉を開けますと、燃焼•フアン-調理タイマーは止まります。 

引き続き使用する場合は、扉を閉め「調理スタート」キーを押すと、再び動きだします。 
調理終了ブヴーび鳴ったら材料を取り出してください。 



(3) ステップ調理の場合 

• 「ステップ調理」キーを押すと「調理スタート」ランプび 
点滅し、ステップ調理ランプの設定の数び点灯します。 

•設定温度表示部と設定時間表示部は「ステップ調理ランプ 
A 」 の設定温度と時間び表示されます。 

•調理材料を入れ扉をさっちり閉じ、「調理スタート」キーを 
押して < ださい。 

• 「調理スタート」ランプび点灯し、「ステップ調理ランプ A 」 
び点滅します。設定時間表示部はカウントダウンを開始し、 
残り時間を表示します。 

•ステップ A び終了しますと、「ステップ調 
理ランプ A 」 の点滅び「ステップ調理ラ 温度 
ンプ B 」 の点滅に変わります。 

設定温度表示部と設定時間表示部はステ 
ップ B の設定温度と時間び表示されます。 



調理 
スタ-卜 


タイ 7- 

陌 


タイ 7- 

國 





2ステップ設定の場合はステップ B が終了しますと 
調理終了ブザーが鳴ります。 


•ステップ B び終了しますと、「ステップ調 温度 
理ランプ C 」 び点滅し、ステップ C の設 
定温度と設定時間び表示されます。 


タィマー 

m 




旧 
























•調理中に扉を開けますと、燃焼•ファン•調理タイマーは止まります。引き続き使用する場合 
は扉を閉め、「調理スタート」キーを巧しますと再び残り時間から動さだします。 

•ステップ C び終了しますと調理終了ブヴーび鳴ります。 

• 調理終了ブヴーび鳴りましたら材料を取り出してください。 

• 「調理スタート」ランプび消灯しステップ A の設定時間に戻ります。 


目ソフト調理方法 

■乾燥を防ざたい調理に使用します。 

• 「ソフト」キーを押すと「ソフト」ランプび点灯し、非燃焼時にフアンび止まります。 
•調理中でち「ソフト」キーの入り切りは可能です。 

(ただし，メモ U —調理は「ソフト」キーの入り切りはでさません。） 


7連続調理方法 

■ 99分む上の調理時間の場台に使用します。 

•調理時間設定の「連続」キーを押すと時間表示びに幻となり、「調 夕っゾ— 

理スタート」ランプび点滅します。 

• 「調理スタート」キーを押すと「調理スタート」ランプび点灯し、 

連続調理びスタートします。 

•連続運転を停止する場合は「停止」キーを押してください。 





8調理中の設定温度 • 時間の変更方法 

•調理中の温度 • 時間変更は可能です。 

(ただし、メモ U —調理、ステップ調理は調理中の変更はでさません。) 
• 「設定時間」キー-「設定温度」キーにて設定を変更してください。 

• 調理終了後温度は変更した温度、時間は変更前の時間を表示します。 


9庫内温度の見方 

•庫内温度を見る時は「庫内実温」キーを押してください。キーを押している間、 
庫内温度を表示します。（已 ° c 単位） 

• 手をキーから離すと設定温度表示に戻ります。 



旧 






10 庫内なの使い方 

• 「庫内な」キーを押してください。 

•キーを押している間、庫内灯び点灯します。 

• 手をキーから離すと、] 0砂後に庫内灯び消灯します。 

•庫内灯の点灯中に、「庫内灯」キーを押すと、庫内灯は消灯します。 


11強制冷却運乾の使い方 

■高温調理後、すぐに「発酵」調理をする時に庫内温度が高い場合には温度 
表示部の点滅でお知5せします。この様な時に庫内のを却を早く行なうた 
めにお使いください。 

•扉を一旦開け、調理材料を取り出した後、再度扉を閉めて「調理スタート」キーを押してく 
ださい。庫内ファンび回り、庫内を強制;令却します。 

•表示部「-」び順次点灯•消灯し、強制;令却運転中をお知らせします。 

•止める時は扉を開けるか、「停止」キーを巧してください。ファンび止まり強制;令却運転び 
停止します。 

•庫内の温度び約 40° C 政下になると、ブヴーでお知らせし、 

停止します。 


12ご使用後 

•電源スイッチを「切」側に押してください。 

温度表示-時間表示び消灯します。 
•ガス栓を閉じてください。 


13停電について 

•停電中は使用出来ません。 

•調理中に停電になった場合も機器は停止します。通電状態に 
戻ると機器の表示は電源スイツチを入れた時と同じ横棒表示 
になります。 


•途中で電源プラグを抜いたり、ブレーカーび働いた時ち同じ 
です。 


ファンび止まり強制;令却運転び 


温度 タィマー 



電源 

入 



旧 







r オーブン調理のポイント j 

■オーブン皿を入れるたなは已段あります。（同時使 
用は3段でず。）料理な料の量、高さなど種類によ 
って適当に使い分けてください。3段同時に使用さ 
れる場合は上段、中段、下段を使用してください。 

■ご使用後、ファンフィルターは、中性洗剤などでき 
れいに洗ってください。ミちれたまま使用されまずと、 
庫内温度分布のムラにより、料理の出来上りび片寄 
る場合びありまず。 

■食品は出来るだけオーブン皿に巧一に置し)てくださ 
し)。]力所に片寄るとオーブン皿びをんだり、焼さ 
むらの原因になりまず。 

■調理中はなるベ<扉を開けないよラにして < ださ 
しん扉を開けるとオーブン庫内温度び急激に下びり、 
せっかくの料理をだいなしにずることびありまず。 

■調理途中の料理の出し入れはずみやかに行なってく 
ださい。たれをめるとさは一度庫内から出し、扉を 
閉めてか日めり再び庫内に入れるようにしまず。 


■調理後、庫内は保温に使用でさまずび、長ずざまず 
とでさたての風味び損なわれることびありまず。 

■料理のおや、種類によりこげ目に差び生じることび 
ありまず。また、たな位置によってち差び出まず。 
調理途中にオーブン皿のたな位置や前後を入れかえ 
て<ださい。例えばノ（ター□一 J レなどのよラに山の 
おになっているちのなどは、熱風びよく当たる側び 
早く焼けまず。 

■オーブン皿の出し入れはおずオーブン皿取っ手、ま 
たは巧ホルダーをお使いください。めれふさんを使 
ラと蒸気び出てやけどをずることびありまずので、 
巧ホルダーを使ラとさは必ず乾いたちのを使ってく 
ださい。 

■容器は付属のオーブン皿や市販のオーブン料理用 
金属容器 LU 外は、超耐熱性のガラス容器か耐熱性 
の陶磁器をお使いください。プラスチック、紙など 
の容器およびラップ類は絶巧に使用しないでくださ 
し)。溶けたり、燃えたりずることびありまず。 


■オイルノ（ンに水を入れないでください。ノ（ーナーに 
水びかかり点火不良の原因になります。 



■ケーキなどの調理は調理物のお状によって、熱風の 
影響を受けやず< な0焼さムラや型 < ずれび発生ず 
る場合びありまず。 

■茶碗蒸し、プ U ンなどの温度差に敏感な調理物は 
『ス』（気泡のあと）び入ることびあります。 


A 注意 

〇 オーブン庫内に飛び散った脂は常に取り除いてください。 

とり、焼肉などの脂の多く出る料理を連続して調理ずる場合は、脂び燃え火災になるおそれびあり 
まずのでオーブン庫内の脂を萬に取り除くよラにしてください。 


四 



•日常の点検とお手入れ 


まず確かめてください。①ガス检が閉まっている。 

⑤機器がをえている。 

⑨電源プラグを抜く。 


A 危険 


® 修理技術者 LU がの人は、絶対に分解した 
り、修理改造は行わないで<ださい。乂 
災.ガス漏れの ( ((/ 

おそれや異常動 V )) な同 

作してケ腑す 

妻。ことかありまが勢 




左 


感電注意 


A 警告 

オーブン庫内の水洗い 
や、機器の水洗いは絶 
巧にしないで < ださい。 
シヨート • 感電 • 不完 
全燃焼のおそれびあり 
まず。 



■点検 

•ゴム管はガス用ゴム管（検査合格または J 旧マークの入ったもの）を使用し、機器およびガス 
栓とも赤線まで十分に差し込んであるか点検してください。 

• ガス接続部か5ガスが漏れていないか、ときどき石けん水などで点検してください。 

•機器近くに、紙、プラスチック•スプレー吿•油類などの可燃物を置いていないか点検してく 
ださい。 

•オーブン庫内に多量の脂がたまっていないか、こびり付いていないかときどき点検してください。 

■お手入れ 

♦機器本体 

•乾いた巧でよくふいてください。 

• 汚れのひどいときは、中性洗剤でお手入れした後、乾いた巧で水気を十分にふきとってください。 


使って 
よし1ちの 

〇 


^ 使コて 

爲 ^ いけないもの 


Wj / やわ5かい スポンジ 

中性洗剤 巧 たねし 


Q 


嚇卷 


加ち初 アルカ U 性洗剤たわし たわし 


• 吸気ギャラリー部のほこり、油等を取り除いてくださ 
し、。吸気ギャラリーが塞がっていますと故障の原因と 
なります。 

• ドアパッキンはていねいに取り扱ってください。 

ドアパツキンが欠損しますと故障の原因となります。 


吸気ギャラ U — 


オイルパン 


ドアパッキン 


^* [ ，-晶 I 品。悟5 1 品山'。口 | 1| ,1 


く お願い )- 

機器本体には安全に関するま意 ラベルび 張り付けてあります。巧れ 
たり読めな< なったとさはやわらかい布などで巧れをふさとって< 
ださい。また、お手入れの際には、はびれないよラにごま意<ださい。 
もしはびれたり読めなくなった場合は、新しいラベルに張り替えて 
ください。ラベルは、お買い上げの販売店または当社の支社’支店- 
営業所で購入（有料）して<ださい。 



麻 If 


迎〇咖日◎而一 


目! 











♦オーブン扉ガラス 

• ご使用のたび、めれぶさんでふいて<ださい。 

水気を十分ふさとってください。 

• 巧れのひどいとさは、中性洗剤でお手入れした後、乾いた巧で水気を十分ふさとってください。 


金属たわしやみびき粉などは使用しないでください。 
VV 表面にキズがつき破損の原因となります。 


♦フアンフイルター 

フ アンフイルターを持ち上げて手前 
に引いて取りはずしてください。は 
ずしてから中性洗剤などでよくお手 
入れしてください。 

巧れたまま使用されますと、庫内温 
度分布のムラにより、料理の出来上 
びりび片寄る場合びあります。 



参庫内 

•中性洗剤でお手入れした後、乾いた巧で十分に水気をとってください。 

•びんこな巧れはオーブンク U —ナを使用されると便利です。 

V ' わ願し 、 J 

庫内に食品の脂や炭化物び付着したまま連続してお使いになりますと引乂のおそれびあり 
ますので、使用のつどお手入れをしてご使用<ださい。 


■油巧れ等び激しい場合は、 LU 下の要領で分な板をはずし、循環フアン下部巧れを取り除いて< 
ださい。 

①分布板固定ネジ2本をはずす。（@ドライバーではずしてください） 

③分布板上部を手前にたおしなびら分布板をはずす。 




分布板を取り付ける際は、逆の順序で取り付けてください。 

♦付属品 

•オイルパン•オーブン皿•オーブン網などはご使用のたびに、スポンジたわしなどで洗い、その後、 
水気をふさとってください。 


图 







Gl 困つたとをは 

♦故障や異常の見分け方と姆置方法 

機器および使用方法に不具合びあった場合は、自動的に動作を停止しブヴーで異常を 
お知らせします。 

この時、設定時間表示部に故障表示を表示します。 


使用中に異常を感じたとさはすぐに使用を中止し、①あわてず、ガス栓を閉める③電源プラグ抜く 

\_ ) 


■故障表示と内容 


表示 

内 容 

処 置 

日 n 

♦予熱モード連続使用異常 

予熱を連続して90分じ(上使用ずる場合表おしまず。 

10 

参連続燃焼異常 

庫内の食品の量を減 b して再操作してください。 

再度同じ状態になる場合は、点検を依頼してください。 

1 / 

♦ガス栓の開き不十分 

ガス栓を全開にし、再操作してください。 

再度同じ状態になる場合は、点検を依頼してください。 

12 

♦途中失火 

ガス栓を閉め、電源プラグを巧いて、使用を中止し、 
点検-修理を依頼してください。 

IH 

♦冷却ファンの故障 

c'V 

• r 調理スタート」キーの短絡故障 

3 1 

参サー S スタ故障 

5 1 

参循環ファンの故障 

口ぶ 

♦電モ回路の故障 

つ台 ♦炎検知回路の故障 


参故障表示の「け「のの場合は「停止」キーを押して故障表示を解除してから再操作してくだ 
さい。 

参再操作してを故障表示び点滅する時は、お買い上げの販売店か当社事業所に修理を依頼して< 
ださい。 

その際は表示されている故障表示ちお知らせ<ださい。 

■ミ主意表示と内容 


表 示 

内 容 

処 置 

「発酵」調理時、温 
度表示部び点滅す 
る。 

庫内温度び「発酵」調理 
に適さない<らいの高温 
になっている。 

強制;令却運転にて、庫内を強制;令却して< 
ださい。または庫内温度び下びるまでお待 
ち < ださい。 

調理中に、温度表 
示部-時間表示部 
か点滅する。 

コント □ー ル部の温度び 
異常|(_局くなっている。 

吸気ギャラ U —部や排気□びほこりや油等 
により塞びっていないか確認してくださ 
し、。吸気ギャラ U —部や排気□のほこりや 
油等を取り除いてを、同じ表示び出るとさ 
は、点検•修理を依頼してください。 


困 







■次のような場合は、故障ではありません。 


こんなとさに 

理 由 

温度-時間表示び-にな 

つている 

停電後、再通電すると温度•時間表示び-になり 

ます。機器運転時電源入りと同じ状態です。 

ファンび回らないのに故障表示 
びでない 

温度設定び35、40、4日度で運転させた場合、室温 
び設定温度政上になっているためです。 

メモリー運転記憶びでさない 

「変更確定」キーを変更前と変更終了時に押しています 
か。 

点火後や消火後にキシ S 音び出 
る 

オーブン本体などび加熱や;令却される際に金属び膨張- 
収縮して起こる音で故障ではありません。 


♦頻繁に発生する時や使用方法び正し<ても発生する場合は、お買い上げの販売店か当社事業所 
に修理を依頼して < ださい。 


•仕様 


お 

式 の 

呼 

び 

RCK -10 AS 

品 



名 

ガス高速オーブン 

点 

义 

方 

式 

連続放電点火 

n 

お 

ブ 

法 

高さ已8目 mmx 幅470 mmx 奥行64己 mm (取っ手まで ] 日日 mm 含む） 

庫 

内有 

効ブ 

法 

高さ24已 mmx 幅300 mmx 奥行300 mm 

苗 S 

貨里 

30 kg (付属品を除く） 

ガ 

ス 

接 

続 

0 9. 5圆ガス用ゴム管 

電 



源 

AC 100 V (已 OHz - 巨 OHz 共用） 

消 

費 

電 

力 

目已 W 

安 

を 

装 

置 

立消え安全装置 • 過熱防止装置 





オーブン皿 (3 枚)、オーブン網 （3 枚)、オイルパン （1 枚)、 

付 

属 


品 

オーブン皿取っ手 （1 個）、クックブック （1 冊)、アース線 （1 本)、 





取扱説明書〈保証書付〉 （1 冊） 


ガス グループ （ガス種） 

1 時間当たりのガス消費量 

都 

市 

ガ 

ス 

用 

L 3 

(4A • 4B • 40 

巨'1曰 kw (已 300 k 巳 al / h ) 

L 2 

(已 A • 已 AN • SB) 

6.16 kw (已 300 k 巳 al / h ) 

L 1 

(巨 B •巨 C • 70 

巨'1巨 kw (已 300 k 巳 al / h ) 

已 C 

巨'1巨 kw (已 300 k 巳 al / h ) 

6 A 

巨'1曰 kw (已 300 k 巳 al / h ) 

12 A 

13 A 

5.8 Ikw (已〇 00 k 巳 al / h ) 

巨'1巨 kw (已 300 k 巳 al / h ) 

L P ガ ス 用 

巨. 19 kw (0.442 kg / h ) 


图 











•別売部品-交換部品 

■別売部品 

おボめの場合は、当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト R.STYLE ( http :// www . rinnai - 
style . jp /) または、お買い上げの販売店にておボめください。 



■交換部品 

消耗部品はいたんできたら交換してください。おホめの場合は、当社消耗部品•お手入れ品の 
販売サイト R.STYLE ( http :// www . rinnai - style . jp /) または、お買い上げの販売店にてお 
ホめください。 


部品名*品名 

部品番号-品名ま号 

希望ル売価格（税込） 

オープン皿 

074-002-000 

¥840 

オーブン皿とつて 

已 37-0074000 

¥已2已 

オーブン網 

075-019-000 

¥73已 


当社消耗部品-お手入れ品の販売サイト （ R . STYLE ) では、上記政外の消耗部品やお手入 
れ品などを幅広く取り扱っております。本製品の交換部品は、お客様自身でお取り替えでさ 
る部品び巧象です。 


ミちれた部品を交換しましよラ！ 

R.STYLE り 


消耗品.巧換部品①ネ! 


当社製品の消耗部品ボ手入れ品をインターネット販売サイトよりごま文し)ただけます。 

http://www.rinnai-style.jp/ 























争長期間使用しない 

各部のミちれを取り除さ、ほこりなどの異物び入らないよラにビニールをかけて、湿気やほこりの少ないところ 
へ保管してください。特にガスの通路部分にはほこりび入って通路をつまらせないよラに注意してください。 


•アフターサービス 


■サービス（点検•修理）を依頼される前に 

• 「故障や異常の見分け方と処置方法」の頂を見てちラー度ご確認ください。 

参確認のラえそれでち不具合びある場合、あるいはご不明な場合は、ご自分で修理なさらないで、お買い 
上げの販売店か、当社事業所にご連結ください。 

参アフターサービスをお申しつけの際は、次のことをお知らせ<ださい。 

① 品名-ガスの種類 ④ご住所-建物名-部屋番号-お名前-電話番号-道順 

⑨ 形式の呼び（銘板表示のちの） ⑥ 訪問ご巧望曰 

③ 故障または異甫の内容（でさるだけ詳しく） 

■転居または機器を移設される場合_ 

A 言口 

ガスの種類び異なる地域へ転居または移設される場合は、調整•改造の必要びあります。 
お買い上げの販売店、または転居先のガス会社にご相談ください。_ ♦ 

♦転居、移設にとちなラ、調整•改造の費用は、ち料となりまず。 

ただし、ガスの種類によってはでさない場合ちありまず。 

B 保証について 

参裏表紙び保証書になっていまず。 

♦当社は保証書に記載してあるよラに、機器の販売後、機器に故障びある場合、一定条件のちとに、無料 
修理に応ずることを約束いたしまず。（詳細は保証書をご覧ください。） 

♦必ず、 r 販売店•お買い上げ曰」などの記入をお確かめになり、保証書の内容をよくお読みください。 
保証書を紛失されますと保証期間内であってち修理費をいただく場合びありまず。 

■アフターヴービスなどの連絡先 

♦お買い上げの販売店か、フ U —ダイヤルにご連絡ください。 

(別添の「連絡先一覧表」を参照して<ださい。） 

■お客様の個人情報の取り扱いについて 

♦当社は、お客様よりお知らせいただいたお客様のお名前-ご住所-電話番号などの個人情報をサービス 
ま動および安全点検ま動のために利巧させていただ<場合びございまずのでご了承ください。 

♦当社は、機器の修理や点検業務を当社の協力会社に委託ずる場合、法令に基づく業務の履行または、権 
限の行使のために必要な場合、その他正当な理由びある場合を除さ、当社 LU 外の第己者に個人情報を開 
お-提供はいたしません。 


リンナイフリータイヤル 
函0120 -054321 


困 







•保証書 


リン f イコンベック 保 言正書 

この製品は厳密なる品質管理および検査を経てお届けしたをのです。 

本書は、お客様の正常な使用状態において万一故障した場合に、本書記載内容で無料修理を行ラこ 
とをお約束するをのです。 

言己 

1. 保証期間は、お買い上げの日から]年間とし、機器本体を対象とします。 

保証期間中故障げ発生した場含は、本書をご提示の上、お買い上げの販売店に修理をご依頼してください。 

ただし、消拜部品は、保証の対象ではありません。 

2. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

3. ご贈笞品などで本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご依頼でをない場合には、別添の「連 
絡先」一覧表をご覧の上、おおくの U ンナイ支社-支店-営業所-出張所にご相談くださし Vr 

4. 本保証書は再発行いたしませんので大切に保管してください。 

已.保証についての規定は下記をご覧ください。 


見本 


無料修理規定 


1 . 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのま意書に従った正常な 
使用状態で故障した場合には、お買い上げの販売店または 
ちよりの脾社窓□び無料修理いたします。 

2. 保証期間巧に故障して無料修理を費ける場合は、お買い上 
げの販売店にご依頼の上、出張修理に際して本書をご提を 
ください。なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張 
修理を行った場合には、出張に要する実費を申し受けます。 

3. 保証期間巧でち次の場合にはち料修理になります。 

(イ）使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障およ 
び損イ台 

(□) お買い上げ後の取付場所の移動、落下などによる故障 
および損傷。 

(八）火災、水害、地震、落雷、その他の天災地変、公害や 
異常電圧による故障および損傷。 

(二） 車両、船舶への搭載に使用された場合の故障および損 

(ホ）本書の提示びない堤合。 


(へ） 本書にお買い上げ年月曰、販売店名の記入のない場合 
あるいは字句び書さ替え5れた場合。 

(卜）指定がの燃料及び使用電源（電圧）の使用による故障 
および損傷。 

(チ）ご乾居などによる熱量変更に伴なラ改造 • 調整の堤合。 

4. 本書は日本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in」apan 

※この保証書は本書に明示した期間、条件のちとにおいて 
無料修理をお約束するちのです。従ってこの保証書によ 
って保証書を発巧している者（保証責任者）およびそれ 
政がの事業者に対するお客様の法律上の権利を制限する 
ちのではありません。保罰期間経過後の修理などについ 
てご不明の場合は、お買い上げの販売店または別添の 
「連絡先」一覧表をご覧の上、お近くのリンナイ支社- 
支店-営業所-出張所にお問い合わせください。 

※保記期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間に 
ついて詳しくは取扱説明書をご覧ください。 


お買い上げ曰および販売店名 


お買い上げ曰 r 


年 


巧 


曰 



本社巧 0 日 2(3 日 1)8211 
関東支社が] 3(3471) 日日47 
東京支店が] 3(3471) 日日47 
：! ヒ関東ま店な 日48( 日 目 7)4321 
東関東支店が] 43(273)33 日日 
南関東支店な 04 日 (320)3051 
東：]ヒ支社な 日22に 38)83 巧 


干 454-0802 おち屋市中 HI 区福住町2番2目号 
干14日-日002東京都品 jl | 区東品 jl | l -6 -目 
干 140-0002 東京都品 JII 区東品 Jill - 目-巨 
干 331-0811 さいたま市：!ヒ区吉野町] T 目 396- 1 
巧日1 -0026 千葉市美お区幕張西目7 —] 

T 221-0856 横お市巧奈 j 11 区云ツ沢上町 4 番 1 日号 
T 984-0002 仙台市若林区卸町東 1 T 目己一已 


札幌支店が) 11(281 に己 0 日 
新漏支店な日 2 日に 47) 日日 1 日 
中部支社 0 日日 2(3 日 3)8001 
関西支社な日目(目 78 日) 3 日日 1 
広島支店な 082(277) 日 1 引 
高松支店が 87 旧 21)8 日日己 
九州支社な日 92(281)3234 


〒日日日-日日31 札幌市中 巧 区：]ヒー条東 2 T 目 
〒日5日.日8 日 4 新潟市東区紫竹 2 T 目 1 一74 
T 454-0802 おち屋市中 j II 区福住町 2 番 2 目号 
〒 5加-日日14 大阪市西区化堀江 3 T 目 1 日塞 21 号 
T 733-0833 広島市西区商エセンター 3 T 目 4 番 21 号 
T 760-0066 高松市福岡町 2 T 目 11 番 6 号 
〒引 2•日日29 福岡市博多区ち門戸町 2 番 3 号 


再生紙を使用しています。 
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